
７
月
１
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
大
集
会

室
に
て
、
令
和
２
年
度
招
魂
祭
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
招
魂
祭
は
、
毎
年
剣
淵
町
と
招

魂
祭
奉
賛
会
で
執
り
行
っ
て
お
り
、
祭

壇
前
で
遺
族
や
来
賓
者
、
一
般
参
加
者

が
戦
没
者
に
追
悼
の
意
を
込
め
献
花
と

参
拝
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小

し
、
招
魂
祭
前
の
音
楽
行
進
や
一
般
参

加
者
の
参
拝
を
中
止
し
、
ご
遺
族
と
関

係
者
の
み
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
早
坂
町
長
が
「
今
日
の

平
和
で
豊
か
な
社
会
の
礎
は
、
戦
没
者

の
方
々
の
尊
い
犠
牲
と
ご
遺
族
の
皆
様

の
ご
苦
労
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
る

こ
と
な
く
次
の
世
代
に
継
承
し
て
参
り

ま
す
。今
後
も
、山
と
緑
に
包
ま
れ
た
、

自
然
豊
か
な
郷
土
剣
淵
の
こ
の
美
し
い

姿
、
豊
か
な
大
地
が
生
み
出
す
農
産
物

に
よ
り
盤
石
な
経
済
基
盤
の
発
展
と
、

町
民
が
主
役
の
つ
な
が
り
合
う
豊
か
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
郷

土
け
ん
ぶ
ち
の
発
展
に
、
鋭
意
努
力
し

て
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
祭
詞
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
農
業
委
員
会
法
が
改

正
さ
れ
、選
挙
に
よ
る
選
出
方
法
か
ら
、

市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
２
年
７
月
20
日
、
町
民
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
に
お
い
て
、
農
業
委
員
の

辞
令
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
、
早
坂
町

長
か
ら
12
名
の
農
業
委
員
に
対
し
辞

令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
令
和
２
年
第
７
回
農

業
委
員
会
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
、
総

会
内
で
会
長
に
小
笠
原
敏
克
さ
ん
、
会

長
職
務
代
理
に
佐
々
木
喜
芳
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
選
任
さ
れ
た
農
業
委
員

の
皆
様
に
は
、
農
地
の
賃
貸
借
や
売
買

契
約
な
ど
、
農
地
に
関
す
る
相
談
役
と

し
て
も
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

▲町民センターに設置された戦没者祭壇

新
た
な
農
業
委
員
が選

任
さ
れ
ま
し
た

剣
淵
町
農
業
委
員
会

任
期:

令
和
２
年
７
月
20
日
〜
令
和
５
年
７
月
19
日

会

長

藤
本
町

小
笠
原
敏
克
（
再
）

会
長
職
務
代
理

西
岡
町

佐
々
木
喜
芳
（
再
）

委

員

仲

町

漢 
 

寿
夫
（
再
）

元

町

生
出

智
（
新
）

屯
田
町

中
茎

稔
（
再
）

旭

町

大
河

琢
磨
（
再
）

旭

町

精
進

正
弘
（
新
）

西
原
町

前
田

敏
男
（
再
）

藤
本
町

小
柳

一
明
（
再
）

東

町

小
笠
原

宏
（
再
）

東

町

森
脇

武
史
（
再
）

中

立

委

員

緑

町

児
玉

敏
明
（
再
）

▲祭壇前で祭司を述べる早坂町長


